
(57)【要約】

【課題】スイッチング素子数を低減し、持って電力変換

装置で生じる損失を低減することが目的とされる。

【解決手段】電力変換装置１ａは、マトリックスコンバ

ータ１１と、リアクトルＬ１～Ｌ３と、コンデンサＣ１

～Ｃ３とを備える。マトリックスコンバータ１１は、入

力端子１１１～１１３と、出力端子１１４～１１６と、

双方向スイッチＳR U，ＳR V，ＳR W，ＳS U，ＳS V，ＳS W，

ＳT U，ＳT V，ＳT Wとを有する。入力端子１１１～１１３

には、３相交流電源Ｖから３相交流電圧ｖR，ｖS，ｖT
が供給される。双方向スイッチは、いずれも逆阻止能力

を有し、入力端子１１１～１１３に入力された３相交流

電圧ｖR，ｖS，ｖTを、所望の３相交流電圧ｖU，ｖV，

ｖWに変換する。リアクトルＬ１～Ｌ３はそれぞれ、入

力端子１１１～１１３に接続される。コンデンサＣ１～

Ｃ３は、それぞれの一端が互いに接続され、それぞれの

他端が出力端子１１４～１１６に接続される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １
１ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ，
Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （ ｖ R

， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を 用 い て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に 変 換 す
る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （ Ｌ １
～ Ｌ ３ ） と 、
　 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 他 端 が 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 に 接 続 さ
れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と
を 備 え る 、 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 （ １ ａ ） で あ っ て
　 前 記 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） の ス イ ッ チ ン グ 動 作 は 、 両 者 相 ま っ て 前 記 電 力 変
換 装 置 と 等 価 な 回 路 を 構 成 す る 整 流 回 路 （ １ ２ ） 及 び イ ン バ ー タ （ １ ３ ） の 、 そ れ ぞ れ の
ス イ ッ チ ン グ 動 作 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 、 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 整 流 回 路 （ １ ２ ） 及 び 前 記 イ ン バ ー タ （ １ ３ ） は そ れ ぞ れ 電 圧 型 及 び 電 流 型 で あ る
、 請 求 項 ２ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １
１ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ，
Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （ ｖ R

， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を 用 い て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に 変 換 す
る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （ Ｌ １
～ Ｌ ３ ） と 、
　 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の そ れ ぞ れ の 他 端 は 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 、 及
び 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 の い ず れ か 一 方 に 選 択 可 能 に 接 続 さ れ る 、 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 （ １ ｂ ） で あ っ て 、
　 前 記 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） の ス イ ッ チ ン グ 動 作 は 、 両 者 相 ま っ て 前 記 電 力 変
換 装 置 と 等 価 な 回 路 を 構 成 す る 整 流 回 路 （ １ ２ ； １ ２ １ ） 及 び イ ン バ ー タ （ １ ３ ； １ ３ １
） の 、 そ れ ぞ れ の ス イ ッ チ ン グ 動 作 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 、 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） の そ れ ぞ れ が 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端
子 （ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） に 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 整 流 回 路 （ １ ２ ） 及 び 前 記 イ ン バ
ー タ （ １ ３ ） は そ れ ぞ れ 電 圧 型 及 び 電 流 型 で あ り 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の そ れ ぞ れ が 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １
１ ３ ） に 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 整 流 回 路 及 び 前 記 イ ン バ ー タ は そ れ ぞ れ 電 流 型 及
び 電 圧 型 で あ る 、
請 求 項 ５ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） と 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １
１ ４ ～ １ １ ６ ） と の 間 に 接 続 さ れ る ク ラ ン プ 回 路 （ ２ ） を
更 に 備 え る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ 記 載 の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 電 力 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 電 力 変 換 装 置 （ １ ａ ； １ ｂ ） を 搭 載 す る
、 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 力 変 換 装 置 に 関 し 、 特 に マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 交 流 電 力 か ら 所 望 の 交 流 電 力 に 変 換 （ Ａ Ｃ － Ａ Ｃ 変 換 ） す る 電 力 変 換 装 置 と し
て 、 交 流 電 力 か ら 直 流 電 力 へ の 変 換 （ Ａ Ｃ － Ｄ Ｃ 変 換 ） と 、 直 流 電 力 か ら 交 流 電 力 へ の 変
換 （ Ｄ Ｃ － Ａ Ｃ 変 換 ） と を 組 み 合 わ せ た も の が 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 Ａ Ｃ － Ｄ Ｃ 変 換
に 整 流 回 路 が 用 い ら れ 、 Ｄ Ｃ － Ａ Ｃ 変 換 に は イ ン バ ー タ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 に 関 連 す る 技 術 を 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 佐 藤 以 、 外 ３ 名 、 「 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ の 電 圧 利 用 率 改 善 法 」 、 平
成 １ ５ 年 電 気 学 会 産 業 応 用 部 門 大 会 講 演 論 文 集 ４ 、 平 成 １ ５ 年 ３ 月 、 ｐ ． ９ ５ － ９ ６
【 非 特 許 文 献 ２ 】 伊 藤 淳 一 、 外 ２ 名 「 仮 想 Ａ Ｃ ／ Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ 変 換 方 式 に よ る マ ト リ ッ ク ス
コ ン バ ー タ の 入 出 力 波 形 改 善 法 」 、 電 気 学 会 研 究 会 資 料 、 半 導 体 電 力 変 換 ・ 産 業 電 力 電 気
応 用 合 同 研 究 会 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ １ 月 、 ｐ ． ７ ５ － ８ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 例 え ば ３ 相 交 流 電 力 を 所 望 の ３ 相 交 流 電 力 に 変 換 す る 場 合 に は 、 整 流 回 路 に は
少 な く と も ６ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 、 イ ン バ ー タ に も 少 な く と も ６ つ の ス イ ッ チ ン グ 素
子 が 、 そ れ ぞ れ 必 要 で あ る 。 こ の た め 、 電 力 変 換 装 置 で 生 じ る 損 失 が 増 大 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 数 を 低 減 し 、 持
っ て 電 力 変 換 装 置 で 生 じ る 損 失 を 低 減 す る こ と が 目 的 と さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 １ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １
３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ
ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃
至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （ ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を 用 い
て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に 変 換 す る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） と 、 前
記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （ Ｌ １ ～ Ｌ
３ ） と 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 他 端 が 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 に
接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ２ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 （ １ ａ ） で
あ っ て 前 記 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） の ス イ ッ チ ン グ 動 作 は 、 両 者 相 ま っ て 前 記 電
力 変 換 装 置 と 等 価 な 回 路 を 構 成 す る 整 流 回 路 （ １ ２ ） 及 び イ ン バ ー タ （ １ ３ ） の 、 そ れ ぞ
れ の ス イ ッ チ ン グ 動 作 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ３ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 で あ っ て 、
前 記 整 流 回 路 （ １ ２ ） 及 び 前 記 イ ン バ ー タ （ １ ３ ） は そ れ ぞ れ 電 圧 型 及 び 電 流 型 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ４ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １
３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ
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ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃
至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （ ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を 用 い
て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に 変 換 す る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） と 、 前
記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （ Ｌ １ ～ Ｌ
３ ） と 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と
を 備 え 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の そ れ ぞ れ の 他 端 は 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端
子 、 及 び 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 の い ず れ か 一 方 に 選 択 可 能 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ５ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 （ １ ｂ ） で
あ っ て 、 前 記 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） の ス イ ッ チ ン グ 動 作 は 、 両 者 相 ま っ て 前 記
電 力 変 換 装 置 と 等 価 な 回 路 を 構 成 す る 整 流 回 路 （ １ ２ ； １ ２ １ ） 及 び イ ン バ ー タ （ １ ３ ；
１ ３ １ ） の 、 そ れ ぞ れ の ス イ ッ チ ン グ 動 作 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ６ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 電 力 変 換 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） の そ れ ぞ れ が 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子
（ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） に 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 整 流 回 路 （ １ ２ ） 及 び 前 記 イ ン バ ー
タ （ １ ３ ） は そ れ ぞ れ 電 圧 型 及 び 電 流 型 で あ り 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の そ れ ぞ
れ が 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） に 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 整
流 回 路 及 び 前 記 イ ン バ ー タ は そ れ ぞ れ 電 流 型 及 び 電 圧 型 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ７ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ 記 載 の い ず れ か 一
つ に 記 載 の 電 力 変 換 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） と 、
前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） と の 間 に 接 続 さ れ る ク ラ ン プ 回 路 （ ２ ）
を 更 に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ８ に か か る 圧 縮 機 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の
電 力 変 換 装 置 （ １ ａ ； １ ｂ ） を 搭 載 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 １ に か か る 電 力 変 換 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 に ３ 相 交
流 電 源 を 接 続 し て 、 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル を マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ を 介 し て 短 絡 さ
せ る こ と で 、 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル に エ ネ ル ギ ー を 蓄 積 す る こ と が で き 、 以 っ て 第 １
乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の 両 端 電 圧 を 昇 圧 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ
ン サ の そ れ ぞ れ が 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル と Ｌ Ｃ フ ィ ル タ を 構 成 す る の で 、 第 １ 乃 至 第
３ の 出 力 端 子 に 出 力 さ れ る 電 圧 に 含 ま れ る 高 周 波 成 分 を 低 減 す る こ と が で き る 。 し か も 、
整 流 回 路 と イ ン バ ー タ と を 用 い た Ａ Ｃ － Ａ Ｃ 変 換 回 路 に 比 べ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 数 は 少 な
く て 良 く 、 以 っ て 電 力 変 換 装 置 で 生 じ る 損 失 が 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 双 方 向 ス イ ッ チ は 逆 阻 止 能 力 を 有 す る の で 、 双 方 向 ス イ ッ チ で 電 流 が 逆 流 す る こ
と を 防 止 で き る 。 電 流 の 逆 流 を 防 止 す る こ と で 、 逆 流 し た 電 流 が 他 の 双 方 向 ス イ ッ チ へ と
流 れ る こ と を 防 止 す る た め の 、 例 え ば 相 間 リ ア ク ト ル な ど の 素 子 が 不 要 で あ る 。 よ っ て 、
素 子 数 を 低 減 す る こ と が で き 、 以 っ て 素 子 で 生 じ る 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ５ 及 び 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 つ に か か る 電 力 変
換 装 置 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン の 生 成 が 比 較 的 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ４ に か か る 電 力 変 換 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の 他 端
の そ れ ぞ れ を 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 に 接 続 す る こ と で 、 当 該 電 力 変 換 装 置 を 降 圧 コ ン バ
ー タ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 他 方 、 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の 他 端 の そ れ ぞ れ
を 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 に 接 続 す る こ と で 、 当 該 電 力 変 換 装 置 を 昇 圧 コ ン バ ー タ と し て
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機 能 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 に 出 力 さ れ る 電 圧 の 可 変 領 域
を 拡 張 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ７ に か か る 電 力 変 換 装 置 に よ れ ば 、 双 方 向 ス イ ッ チ の ス イ ッ チ ン グ で
生 じ る サ ー ジ 電 圧 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 当 該 ク ラ ン プ 回 路 を 、 請 求 項 ２ に か か
る 電 力 変 換 装 置 に 適 用 す る こ と で 、 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の 一 端 の 接 続 切 換 え 時 に 生
じ る 過 電 圧 を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ８ に か か る 圧 縮 機 に よ れ ば 、 圧 縮 機 の 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 ．
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 電 力 変 換 装 置 １ ａ を 概 念 的 に 示 す 。 電 力 変 換 装 置 １ ａ は
、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ と 、 リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ と 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ と を
備 え る 。 な お 、 図 １ に は 更 に ３ 相 交 流 電 源 Ｖ 、 モ ー タ ４ 及 び ク ラ ン プ 回 路 ２ が 示 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ は 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ と 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６
と 、 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W と を 有 す る
。 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に は 、 ３ 相 交 流 電 源 Ｖ か ら ３ 相 交 流 電 圧 ｖ R ， ｖ S ， ｖ T が 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W は 、 い ず れ も
逆 阻 止 能 力 を 有 す る 。 そ し て 、 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ

T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W は 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 入 力 さ れ た ３ 相 交 流 電 圧 ｖ R ， ｖ S ， ｖ T を
、 所 望 の ３ 相 交 流 電 圧 ｖ U ， ｖ V ， ｖ W に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ は い ず れ も 、 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U

， Ｓ T V ， Ｓ T W の 各 々 に 採 用 さ れ る 具 体 的 な 回 路 を 例 示 す る 。 図 ２ に 示 さ れ る 回 路 は 、 Ｉ Ｇ
Ｂ Ｔ （ Insulated Gate Bipolar Transistor） ６ １ ， ６ ２ と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ １ ， Ｄ ２ と 、
端 子 ａ ， ｂ と を 有 す る 。 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ １ は 、 エ ミ ッ タ Ｅ が 端 子 ａ に 、 コ レ ク タ Ｃ が ダ イ オ ー
ド Ｄ １ を 介 し て 端 子 ｂ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 こ の と き 当 該 コ レ ク タ Ｃ に は 、 ダ イ オ ー ド
Ｄ １ の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ る 。 Ｉ Ｂ Ｇ Ｔ ６ ２ は 、 エ ミ ッ タ Ｅ が 端 子 ｂ に 、 コ レ ク タ Ｃ が ダ
イ オ ー ド Ｄ ２ を 介 し て 端 子 ａ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 こ の と き 、 当 該 コ レ ク タ Ｃ に は 、 ダ
イ オ ー ド Ｄ ２ の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ る 。 端 子 ａ ， ｂ の 一 方 は 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ の い
ず れ か に 、 他 方 は 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ の い ず れ か に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 か か る 回 路 に よ れ ば 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ １ を オ ン に 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ２ を オ フ に そ れ ぞ れ 制 御 す る
こ と で （ 制 御 Ａ １ ） 、 端 子 ｂ か ら 端 子 ａ へ と ダ イ オ ー ド Ｄ １ 及 び Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ １ を こ の 順 に
介 し て 電 流 を 流 す こ と が で き る 。 こ の と き 、 端 子 ａ か ら 端 子 ｂ へ の 電 流 の 流 れ （ 逆 流 ） は
、 ダ イ オ ー ド Ｄ １ に よ っ て 阻 止 さ れ る 。 他 方 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ １ を オ フ に 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ２ を オ
ン に そ れ ぞ れ 制 御 す る こ と で （ 制 御 Ｂ １ ） 、 端 子 ａ か ら 端 子 ｂ へ と ダ イ オ ー ド Ｄ ２ 及 び Ｉ
Ｇ Ｂ Ｔ ６ ２ を こ の 順 に 介 し て 電 流 を 流 す こ と が で き る 。 こ の と き 、 端 子 ｂ か ら 端 子 ａ へ の
電 流 の 流 れ （ 逆 流 ） は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ に よ っ て 阻 止 さ れ る 。 制 御 Ａ １ ， Ｂ １ の い ず れ に
お い て も 、 当 該 回 路 は 逆 流 を 阻 止 す る こ と が で き る 。 当 該 回 路 の か か る 能 力 は 、 逆 阻 止 能
力 と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る 回 路 は 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ ， ６ ４ と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ ， Ｄ ４ と 、 端 子 ａ ， ｂ
と を 有 す る 。 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ の コ レ ク タ Ｃ は 端 子 ａ に 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ の ア ノ ー
ド 及 び カ ソ ー ド は そ れ ぞ れ 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ の エ ミ ッ タ Ｅ 及 び コ レ ク タ Ｃ に 接 続 さ れ る 。 Ｉ
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Ｇ Ｂ Ｔ ６ ４ は 、 コ レ ク タ Ｃ が 端 子 ｂ に 、 エ ミ ッ タ Ｅ が Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ の エ ミ ッ タ Ｅ に そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ４ の ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド は そ れ ぞ れ 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ４ の エ ミ
ッ タ Ｅ 及 び コ レ ク ト Ｃ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 か か る 回 路 に よ れ ば 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ を オ ン に 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ４ を オ フ に そ れ ぞ れ 制 御 す る
こ と で （ 制 御 Ａ ２ ） 、 端 子 ａ か ら 端 子 ｂ へ と Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ 及 び ダ イ オ ー ド Ｄ ４ を こ の 順 に
介 し て 電 流 を 流 す こ と が で き る 。 こ の と き 、 端 子 ｂ か ら 端 子 ａ へ の 電 流 の 流 れ （ 逆 流 ） は
、 ダ イ オ ー ド Ｄ ４ に よ っ て 阻 止 さ れ る 。 他 方 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ３ を オ フ に 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ４ を オ
ン に そ れ ぞ れ 制 御 す る こ と で （ 制 御 Ｂ ２ ） 、 端 子 ｂ か ら 端 子 ａ へ と Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ ４ 及 び ダ イ
オ ー ド Ｄ ３ を こ の 順 に 介 し て 電 流 を 流 す こ と が で き る 。 こ の と き 、 端 子 ａ か ら 端 子 ｂ へ の
電 流 の 流 れ （ 逆 流 ） は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ に よ っ て 阻 止 さ れ る 。 制 御 Ａ ２ ， Ｂ ２ の い ず れ に
お い て も 、 当 該 回 路 は 逆 流 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る 回 路 を 有 す る 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ，
Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W に よ れ ば 、 電 流 の 逆 流 が 防 止 さ れ る の で 、 Ｒ 相 の 双 方 向 ス イ ッ チ
Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W で 電 流 が 逆 流 し て Ｓ 相 や Ｔ 相 の 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U

， Ｓ T V ， Ｓ T W へ と 流 れ る こ と を 防 止 で き る 。 他 の 相 に つ い て も 同 様 で あ る 。 よ っ て 、 例 え
ば 相 間 リ ア ク ト ル な ど の 素 子 が 不 要 で あ り 、 素 子 数 を 低 減 す る こ と が で き る 。 し か も 、 素
子 数 が 低 減 す る こ と で 、 当 該 素 子 で 生 じ る 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ６ １ ～ ６ ４ の そ れ ぞ れ の エ ミ ッ タ Ｅ と コ レ ク タ Ｃ と の 間 に は 、 コ ン デ ン
サ を 接 続 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ，
Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W の ス イ ッ チ ン グ で 生 じ る サ ー ジ 電 圧 を 、 当 該 コ ン デ ン サ で 吸 収 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W で 変 換 し て 得
ら れ た 所 望 の ３ 相 交 流 電 圧 ｖ U ， ｖ V ， ｖ W は 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ を 介 し て 、 モ ー タ
４ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ は そ れ ぞ れ 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ は 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 他 端 が 出 力 端
子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 し た 電 力 変 換 装 置 １ ａ に よ れ ば 、 リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ を マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ
１ １ を 介 し て 短 絡 さ せ る こ と で 、 ３ 相 交 流 電 源 Ｖ か ら 供 給 さ れ る エ ネ ル ギ ー を リ ア ク ト ル
Ｌ １ ～ Ｌ ３ に 蓄 積 す る こ と が で き 、 以 っ て コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 両 端 電 圧 を 昇 圧 す る こ
と が で き る 。 よ っ て 、 電 圧 利 用 率 を １ 以 上 に す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 入 力 端 子 １ １
１ ～ １ １ ３ に は 電 圧 型 の ３ 相 交 流 電 圧 ｖ R ， ｖ S ， ｖ T が 入 力 さ れ 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １
６ か ら は 電 流 型 の ３ 相 交 流 電 圧 ｖ U ， ｖ V ， ｖ W が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ の そ れ ぞ れ が リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ と Ｌ Ｃ フ ィ ル タ を 構 成
す る の で 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 出 力 さ れ る 電 圧 に 含 ま れ る 高 周 波 成 分 を 低 減 す る こ
と が で き 、 以 っ て モ ー タ ４ に 生 じ る ト ル ク の 脈 動 成 分 や 、 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る 。
例 え ば 、 上 記 非 特 許 文 献 １ に 紹 介 さ れ る ト ル ク 脈 動 低 減 法 を 適 用 す れ ば 、 よ り 効 果 的 に 当
該 高 調 波 成 分 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か も 、 整 流 回 路 と イ ン バ ー タ と を 用 い た Ａ Ｃ － Ａ Ｃ 変 換 回 路 に 比 べ 、 ス イ ッ チ ン グ 素
子 数 は 少 な く て 良 く 、 以 っ て 電 力 変 換 装 置 １ ａ で 生 じ る 損 失 が 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 電 力 変 換 装 置 １ ａ に は 、 ク ラ ン プ 回 路 ２ を 接 続 す る こ と が で き る 。 図 １ で は 、 ク ラ ン プ
回 路 ２ が 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ と 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ と の 間 に 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ は 、 ク ラ ン プ 回 路 ２ の 具 体 的 な 構 成 を 例 示 す る 。 ク ラ ン プ 回 路 ２ は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ
２ １ ～ Ｄ ３ ２ と 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ １ と 、 端 子 ２ １ ～ ２ ６ と を 有 す る 。 端 子 ２ １ に は 、 ダ イ
オ ー ド Ｄ ２ １ の ア ノ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ２ の カ ソ ー ド が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 端 子 ２
２ に は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ３ の ア ノ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ４ の カ ソ ー ド が そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ る 。 端 子 ２ ３ に は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ５ の ア ノ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ６ の カ ソ ー ド が そ
れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ １ ， Ｄ ２ ３ ， Ｄ ２ ５ の そ れ ぞ れ の カ ソ ー ド は 、 コ ン デ
ン サ ２ １ の 一 端 ２ １ １ に 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ２ ， Ｄ ２ ４ ， Ｄ ２ ６ の そ れ ぞ れ の ア
ノ ー ド は 、 コ ン デ ン サ ２ １ の 他 端 ２ １ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 端 子 ２ ４ に は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ７ の ア ノ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ８ の カ ソ ー ド が そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ る 。 端 子 ２ ５ に は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ９ の ア ノ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ ０ の カ ソ
ー ド が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 端 子 ２ ６ に は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ １ の ア ノ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド
Ｄ ３ ２ の カ ソ ー ド が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ７ ， Ｄ ２ ９ ， Ｄ ３ １ の そ れ ぞ れ
の カ ソ ー ド は 、 一 端 ２ １ １ に 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ ８ ， Ｄ ３ ０ ， Ｄ ３ ２ の そ れ ぞ れ
の ア ノ ー ド は 、 他 端 ２ １ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 端 子 ２ １ ～ ２ ３ は そ れ ぞ れ 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ 、 端 子 ２ ４ ～ ２ ６ は そ れ
ぞ れ 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 か か る ク ラ ン プ 回 路 ２ に よ れ ば 、 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W

， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W の ス イ ッ チ ン グ に よ っ て 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ と 出 力 端 子 １ １ ４ ～
１ １ ６ と の 間 に 生 じ る サ ー ジ 電 圧 を 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ １ で 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に か か る 電 力 変 換 装 置 １ ａ は 、 例 え ば モ ー タ を 有 す る 圧 縮 機 に 搭 載 す る こ
と が で き る 。 か か る 圧 縮 機 に よ れ ば 、 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 な ぜ な ら 、 電 力 変 換 装
置 １ ａ は 電 源 電 圧 よ り も 大 き い 電 圧 を モ ー タ に 供 給 す る こ と が で き る の で 、 電 力 変 換 装 置
１ ａ 及 び モ ー タ に 流 れ る 電 流 が 小 さ く て も 、 所 定 の モ ー タ 出 力 を 得 る こ と が で き る か ら で
あ る 。 換 言 す れ ば 、 電 流 が 小 さ く て 良 い の で 、 電 力 変 換 装 置 １ ａ 及 び モ ー タ で 生 じ る 損 失
を 低 減 で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ＜ ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン の 生 成 ＞
　 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W の ス イ ッ チ ン
グ を 制 御 す る た め の 、 そ れ ぞ れ の ゲ ー ト Ｇ に 与 え る 信 号 （ ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン ） は 、 例
え ば 、 電 力 変 換 装 置 １ ａ と 等 価 な 回 路 （ 以 下 、 「 等 価 回 路 」 と い う 。 ） に 基 づ い て 決 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 、 か か る 等 価 回 路 を 示 す 。 当 該 等 価 回 路 は 、 図 １ で 示 さ れ る 電 力 変 換 装 置 １ ａ に
つ い て 、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ を 、 整 流 回 路 １ ２ と イ ン バ ー タ １ ３ と で 構 成 さ れ る
回 路 に 置 き 換 え て 得 ら れ る 。 具 体 的 に は 、 整 流 回 路 １ ２ 及 び イ ン バ ー タ １ ３ が 以 下 の よ う
に 構 成 さ れ る こ と で 、 整 流 回 路 １ ２ と イ ン バ ー タ １ ３ と は 両 者 相 ま っ て 、 電 力 変 換 装 置 １
ａ と 等 価 な 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 整 流 回 路 １ ２ は 、 ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* を 有 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ R ，
Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* は い ず れ も 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ と ダ イ オ ー ド と で 構 成 さ れ る 。 当 該 ダ
イ オ ー ド の ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド は そ れ ぞ れ 、 当 該 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ 及 び コ レ ク タ Ｃ
に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ が
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入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ R
* ， Ｓ S

* ， Ｓ T
* に つ い て は 、 そ れ ぞ れ

の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の コ レ ク タ Ｃ が 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ R と ス イ ッ
チ Ｓ R

* と は 相 補 的 な ス イ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。 つ ま り 、 ス イ ッ チ Ｓ R が オ ン （ オ フ ） の 場
合 に は 、 ス イ ッ チ Ｓ R

* は オ フ （ オ ン ） に 制 御 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ S と ス イ ッ チ Ｓ S
* 、 及 び

ス イ ッ チ Ｓ T と ス イ ッ チ Ｓ T
* に つ い て も 同 様 で あ る 。 よ っ て 、 整 流 回 路 １ ２ は 電 圧 型 の 整

流 回 路 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 イ ン バ ー タ １ ３ は 、 ス イ ッ チ Ｓ U ， Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U

* ， Ｓ V
* ， Ｓ W

* を 有 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ U

， Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U
* ， Ｓ V

* ， Ｓ W
* は い ず れ も 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ と ダ イ オ ー ド と で 構 成 さ れ る 。 当 該

ダ イ オ ー ド の カ ソ ー ド は 、 当 該 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の コ レ ク タ Ｃ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ U ， Ｓ V ，
Ｓ W に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ が 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 さ れ 、
そ れ ぞ れ の ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド が 、 ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T の そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の コ
レ ク タ Ｃ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ U

* ， Ｓ V
* ， Ｓ W

* に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の ダ イ オ ー ド の
ア ノ ー ド が 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ が 、 ス
イ ッ チ Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* の そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ U

と ス イ ッ チ Ｓ U
* と は 相 補 的 な ス イ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ V と ス イ ッ チ Ｓ V

* 、 及
び ス イ ッ チ Ｓ W と ス イ ッ チ Ｓ W

* に つ い て も 同 様 で あ る 。 よ っ て 、 イ ン バ ー タ １ ３ は 電 流 型
の イ ン バ ー タ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 か か る 等 価 回 路 の 整 流 回 路 １ ２ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン と 、 イ ン バ ー タ １ ３ の ス イ ッ チ
ン グ パ タ ー ン と に 基 づ い て 、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を 、 式
（ １ ） に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 こ こ で 、 符 号 Ｍ （ Ｓ ） （ Ｓ ＝ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U

， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） は 、 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ，
Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W の そ れ ぞ れ の ゲ ー ト Ｇ に 与 え る 信 号 を 表 す 。 符 号 Ｍ （ Ｓ ） （ Ｓ ＝
Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* ） は 、 整 流 回 路 １ ２ の ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R
* ，

Ｓ S
* ， Ｓ T

* の そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の ゲ ー ト Ｇ に 与 え る 信 号 を 表 す 。 符 号 Ｍ （ Ｓ ） （ Ｓ ＝ Ｓ

U ， Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U
* ， Ｓ V

* ， Ｓ W
* ） は 、 イ ン バ ー タ １ ３ の ス イ ッ チ Ｓ U ， Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U

* ，
Ｓ V

* ， Ｓ W
* の そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の ゲ ー ト Ｇ に 与 え る 信 号 を 表 す 。 そ し て 、 Ｍ （ Ｓ ） は 、

ス イ ッ チ Ｓ （ Ｓ ＝ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ； Ｓ ＝ Ｓ U ，
Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U

* ， Ｓ V
* ， Ｓ W

* ； Ｓ ＝ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R
* ， Ｓ S

* ， Ｓ T
* ） が オ ン の 場 合 に

は １ を 、 オ フ の 場 合 に は ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 か か る ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン の 生 成 に よ れ ば 、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ の ス イ ッ チ
ン グ パ タ ー ン の 生 成 が 比 較 的 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 ．
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 形 態 に か か る 電 力 変 換 装 置 １ ｂ を 概 念 的 に 示 す 。 電 力 変 換 装 置 １ ｂ は
、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ と 、 リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ と 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ と を
備 え る 。 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ の 構 成 及 び リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ の マ ト リ ッ ク ス コ
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ン バ ー タ １ １ と の 接 続 関 係 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る の で 説 明 を 省 略 す る 。 ま た
、 図 ３ に は 更 に ３ 相 交 流 電 源 Ｖ 、 モ ー タ ４ 及 び ク ラ ン プ 回 路 ２ が 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら
も 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ は 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 他 端 が 、 入 力
端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ 、 及 び 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ の い ず れ か 一 方 に 選 択 可 能 に 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ の そ れ ぞ れ の 他 端 と 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ 及 び
出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ と の 間 に ス イ ッ チ Ｓ が 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ は 、 入 力 端 子 １ １
１ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ る 一 組 の 端 子 Ａ と 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 さ れ る 一 組 の 端
子 Ｂ と 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ に 接 続 さ れ る 一 組 の 端 子 Ｐ と を 有 す る 。 そ し て 、 ス イ ッ チ
Ｓ は 、 端 子 Ｐ と 端 子 Ａ と の 接 続 （ 接 続 Ｐ － Ａ ） と 、 端 子 Ｐ と 端 子 Ｂ と の 接 続 （ 接 続 Ｐ － Ｂ
） と を 切 り 換 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え は 、 例 え ば 双 方 向 ス イ ッ チ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ，
Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W の デ ュ ー テ ィ 比 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ か ら 出 力 さ れ る ３ 相 交 流 電 圧
ｖ U ， ｖ V ， ｖ W 、 及 び モ ー タ ４ の 回 転 速 度 ω の 少 な く と も い ず れ か 一 つ に 基 づ い て 実 行 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ３ 相 交 流 電 圧 ｖ R ， ｖ S ， ｖ T や 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 流
れ る 電 流 ｉ R ， ｉ S ， ｉ T 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 流 れ る 電 流 ｉ U ， ｉ V ， ｉ W な ど に 基 づ
い て ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え を 実 行 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ７ は 、 ３ 相 交 流 電 圧 ｖ U ， ｖ S ， ｖ T の う ち の 一 つ の 電 圧 ｖ U に 基 づ い て ス イ ッ チ Ｓ の 切
換 え を 実 行 す る 制 御 回 路 ８ を 示 す 。 制 御 回 路 ８ は 比 較 器 ８ １ を 有 す る 。 比 較 器 ８ １ の 入 力
端 の 一 方 に は 電 圧 の 所 定 値 ｖ ０ が 与 え ら れ 、 当 該 入 力 端 の 他 方 に は 実 測 さ れ た 電 圧 ｖ U が
与 え ら れ る 。 比 較 器 ８ １ は 、 電 圧 ｖ U と 所 定 値 ｖ ０ と を 比 較 し て 、 ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え を
指 示 す る 信 号 Ｓ ｉ ｇ を 出 力 し 、 ス イ ッ チ Ｓ に 与 え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 電 圧 ｖ U が 所 定 値 ｖ ０ 以 上 の 場 合 に は 、 接 続 Ｐ － Ａ を 指 示 す る 信 号 Ｓ ｉ ｇ
（ Ｐ Ａ ） を 出 力 す る 。 他 方 、 回 転 子 ｖ U が 所 定 値 ｖ ０ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 接 続 Ｐ － Ｂ を
指 示 す る 信 号 Ｓ ｉ ｇ （ Ｐ Ｂ ） を 出 力 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ は 、 与 え ら れ た 信 号 Ｓ ｉ ｇ に 基 づ い
て 切 換 え を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 同 様 に 、 ３ 相 交 流 電 圧 の 他 の 電 圧 ｖ S ， ｖ T を 用 い て ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え を 実 行 し て も 良
い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば 、 回 転 速 度 ω に 基 づ い て ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え を 実 行 し て も 良 い 。 具 体 的 に は 、 実
測 さ れ た 回 転 速 度 ω と 、 回 転 速 度 の 所 定 値 ω ０ と を 例 え ば 比 較 器 で 比 較 す る 。 そ し て 、 回
転 速 度 ω が 所 定 値 ω ０ 以 上 の 場 合 は 信 号 Ｓ ｉ ｇ （ Ｐ Ｂ ） を 出 力 し 、 回 転 速 度 ω が 所 定 値 ω
０ よ り 小 さ い 場 合 は 信 号 Ｓ ｉ ｇ （ Ｐ Ａ ） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 電 力 変 換 装 置 １ ｂ に よ れ ば 、 端 子 Ｐ を 端 子 Ａ に 接 続 す る こ と で 、 つ ま り コ ン デ ン サ Ｃ １
～ Ｃ ３ の 他 端 の そ れ ぞ れ を 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 す る こ と で 、 電 力 変 換 装 置 １ ｂ
を 降 圧 コ ン バ ー タ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 こ の と き 、 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に
は 電 流 型 の ３ 相 交 流 電 圧 ｖ R ， ｖ S ， ｖ T が 入 力 さ れ 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ か ら は 電 圧
型 の ３ 相 交 流 電 圧 ｖ U ， ｖ V ， ｖ W が 出 力 さ れ る 。 し か も 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ の そ れ ぞ
れ が リ ア ク ト ル Ｌ １ ～ Ｌ ３ と Ｌ Ｃ フ ィ ル タ を 構 成 す る の で 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 出
力 さ れ る 電 圧 に 含 ま れ る 高 周 波 成 分 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 他 方 、 端 子 Ｐ を 端 子 Ｂ に 接 続 す る こ と で 、 つ ま り コ ン デ ン サ Ｃ １ ～ Ｃ ３ の 他 端 の そ れ ぞ
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れ を 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 す る こ と で 、 電 力 変 換 装 置 １ ｂ を 、 第 １ の 実 施 の 形 態
で 説 明 し た 電 力 変 換 装 置 １ ａ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 出 力 端 子 １ １ ４ ～
１ １ ６ に 出 力 さ れ る 電 圧 の 可 変 領 域 を 拡 張 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 電 力 変 換 装 置 １ ｂ は 圧 縮 機 に 搭 載 す る こ と が で き る 。 か か る 圧 縮 機 で は 、 低 速 か ら 高 速
ま で 可 変 で 運 転 す る こ と が で き る 。 し か も 高 速 域 で は 、 電 力 変 換 装 置 １ ｂ は 第 １ の 実 施 の
形 態 で 説 明 し た 電 力 変 換 装 置 １ ａ と し て 機 能 す る の で 、 圧 縮 機 の 効 率 が 高 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 例 え ば 、 ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え 後 は 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し て か ら ス イ ッ チ Ｓ の 切 換 え の 要
否 を 判 断 し て 、 次 の 切 換 え を 実 行 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ＜ ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン の 生 成 ＞
　 ス イ ッ チ Ｓ に よ っ て 接 続 Ｐ － Ｂ が 実 行 さ れ て い る 場 合 に は 、 電 力 変 換 装 置 １ ｂ は 電 力 変
換 装 置 １ ａ と し て 機 能 す る の で 、 電 力 変 換 装 置 １ ｂ に お い て も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明
し た の と 同 様 の 方 法 で マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を 生 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 他 方 、 ス イ ッ チ Ｓ に よ っ て 接 続 Ｐ － Ａ が 実 行 さ れ て い る 場 合 に は 、 電 力 変 換 装 置 １ ｂ は
降 圧 コ ン バ ー タ と し て 機 能 す る の で 、 当 該 降 圧 コ ン バ ー タ と 等 価 な 回 路 に 基 づ い て ス イ ッ
チ ン グ パ タ ー ン を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ８ は 、 か か る 等 価 回 路 を 示 す 。 当 該 等 価 回 路 は 、 上 記 降 圧 コ ン バ ー タ に つ い て 、 マ ト
リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ を 、 整 流 回 路 １ ２ １ と イ ン バ ー タ １ ３ １ と で 構 成 さ れ る 回 路 に 置
き 換 え て 得 ら れ る 。 具 体 的 に は 、 整 流 回 路 １ ２ １ 及 び イ ン バ ー タ １ ３ １ が 以 下 の よ う に 構
成 さ れ る こ と で 、 整 流 回 路 １ ２ １ と イ ン バ ー タ １ ３ １ と は 両 者 相 ま っ て 、 降 圧 コ ン バ ー タ
と し て 機 能 す る 際 の 電 力 変 換 装 置 １ ｂ と 等 価 な 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 整 流 回 路 １ ２ １ は 、 ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* を 有 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ R

， Ｓ S ， Ｓ T ， Ｓ R
* ， Ｓ S

* ， Ｓ T
* は い ず れ も 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ と ダ イ オ ー ド と で 構 成 さ れ る 。 当 該

ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド は 、 当 該 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ，
Ｓ T に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の コ レ ク タ Ｃ が 入 力 端 子 １ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ
る 。 ス イ ッ チ Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の ダ イ オ ー ド の カ ソ ー ド が 入 力 端 子
１ １ １ ～ １ １ ３ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ R と ス イ ッ チ Ｓ R

* と は 相 補 的 な ス イ ッ チ ン グ が
行 わ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ S と ス イ ッ チ Ｓ S

* 、 及 び ス イ ッ チ Ｓ T と ス イ ッ チ Ｓ T
* に つ い て も 同 様

で あ る 。 よ っ て 、 整 流 回 路 １ ２ １ は 電 流 型 の 整 流 回 路 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 イ ン バ ー タ １ ３ １ は 、 ス イ ッ チ Ｓ U ， Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U

* ， Ｓ V
* ， Ｓ W

* を 有 す る 。 ス イ ッ チ
Ｓ U ， Ｓ V ， Ｓ W ， Ｓ U

* ， Ｓ V
* ， Ｓ W

* は い ず れ も 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ と ダ イ オ ー ド と で 構 成 さ れ る 。
当 該 ダ イ オ ー ド は 、 ア ノ ー ド が 当 該 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ に 、 カ ソ ー ド が 当 該 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の
コ レ ク タ Ｃ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ U ， Ｓ V ， Ｓ W に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ
Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ が 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １ １ ６ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の コ レ ク タ
Ｃ が 、 ス イ ッ チ Ｓ R ， Ｓ S ， Ｓ T の そ れ ぞ れ の ダ イ オ ー ド の カ ソ ー ド に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ
チ Ｓ U

* ， Ｓ V
* ， Ｓ W

* に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の コ レ ク タ Ｃ が 出 力 端 子 １ １ ４ ～ １
１ ６ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｅ が 、 ス イ ッ チ Ｓ R

* ， Ｓ S
* ， Ｓ T

* の そ れ
ぞ れ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ の エ ミ ッ タ Ｃ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ U と ス イ ッ チ Ｓ U

* と は 相 補 的 な ス
イ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ V と ス イ ッ チ Ｓ V

* 、 及 び ス イ ッ チ Ｓ W と ス イ ッ チ Ｓ W
* に

つ い て も 同 様 で あ る 。 よ っ て 、 イ ン バ ー タ １ ３ １ は 電 圧 型 の イ ン バ ー タ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 か か る 等 価 回 路 の 整 流 回 路 １ ２ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン と 、 イ ン バ ー タ １ ３ の ス イ ッ チ
ン グ パ タ ー ン と に 基 づ い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 式 （ １ ） を 用 い て 、 マ ト リ ッ ク
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ス コ ン バ ー タ １ １ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ９ は 、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ １ １ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を 取 得 す る 制 御 部 を 概 念
的 に 示 す 。 か か る 制 御 部 は 、 切 換 判 別 部 ３ １ と 、 等 価 回 路 取 得 部 ３ ２ と 、 生 成 部 ３ ３ と を
有 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 切 換 判 別 部 ３ １ は 、 ス イ ッ チ Ｓ が 接 続 Ｐ － Ａ 及 び 接 続 Ｐ － Ｂ の い ず れ を 実 行 し て い る の
か を 判 別 し 、 前 者 の 場 合 に は 信 号 Ｒ １ を 、 後 者 の 場 合 に は 信 号 Ｒ ２ を 等 価 回 路 選 択 部 ３ ２
に 与 え る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 等 価 回 路 選 択 部 ３ ２ は 、 整 流 回 路 選 択 部 ３ ２ １ と 、 イ ン バ ー タ 選 択 部 ３ ２ ２ と を 含 む 。
整 流 回 路 選 択 部 ３ ２ １ は 、 整 流 回 路 １ ２ （ 図 ５ ） 及 び 整 流 回 路 １ ２ １ （ 図 ８ ） の い ず れ か
一 方 を 信 号 Ｒ １ ， Ｒ ２ に 基 づ い て 選 択 す る 。 図 ９ で は 、 ス イ ッ チ ３ ２ ３ に よ っ て 整 流 回 路
１ ２ 及 び 整 流 回 路 １ ２ １ い ず れ か を 選 択 す る 場 合 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 イ ン バ ー タ 選 択 部 ３ ２ ２ は 、 イ ン バ ー タ １ ３ （ 図 ５ ） 及 び イ ン バ ー タ １ ３ １ （ 図 ８ ） の
い ず れ か 一 方 を 信 号 Ｒ １ ， Ｒ ２ に 基 づ い て 選 択 す る 。 図 ９ で は 、 ス イ ッ チ ３ ２ ４ に よ っ て
イ ン バ ー タ １ ３ 及 び イ ン バ ー タ １ ３ １ の い ず れ か を 選 択 す る 場 合 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 具 体 的 に は 、 等 価 回 路 選 択 部 ３ ２ に 信 号 Ｒ １ が 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 整 流 回 路 選 択 部 ３
２ １ は 整 流 回 路 １ ２ １ を 、 イ ン バ ー タ 選 択 部 ３ ２ ２ は イ ン バ ー タ １ ３ １ を 選 択 す る 。 他 方
、 等 価 回 路 選 択 部 ３ ２ に 信 号 Ｒ ２ が 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 整 流 回 路 選 択 部 ３ ２ １ は 整 流 回
路 １ ２ を 、 イ ン バ ー タ 選 択 部 ３ ２ ２ は イ ン バ ー タ １ ３ を 選 択 す る 。 選 択 さ れ た 整 流 回 路 １
２ ， １ ２ １ 及 び イ ン バ ー タ １ ３ ， １ ３ １ は 、 生 成 部 ３ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 生 成 部 ３ ３ は 、 等 価 回 路 選 択 部 ３ ２ で 選 択 さ れ た 整 流 回 路 １ ２ ， １ ２ １ 及 び イ ン バ ー タ
１ ３ ， １ ３ １ で 構 成 さ れ る 等 価 回 路 （ 図 ５ 及 び 図 ８ ） に 基 づ い て 、 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー
タ １ １ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を 形 成 す る 。 具 体 的 に は 、 上 述 し た 式 （ １ ） を 用 い て 当 該
ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を 算 出 す る 。 よ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 マ ト リ ッ ク ス コ
ン バ ー タ １ １ の ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン の 生 成 が 比 較 的 容 易 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 さ れ る 、 電 力 変 換 装 置 を 概 念 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 双 方 向 ス イ ッ チ を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 双 方 向 ス イ ッ チ を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ク ラ ン プ 回 路 を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 等 価 回 路 を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 説 明 さ れ る 、 電 力 変 換 装 置 を 概 念 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 制 御 回 路 を 概 念 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 等 価 回 路 を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 制 御 部 を 概 念 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 １ ａ ， １ ｂ 　 電 力 変 換 装 置
　 ２ 　 ク ラ ン プ 回 路
　 １ １ 　 マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ
　 １ ２ ， １ ２ １ 　 整 流 回 路
　 １ ３ ， １ ３ １ 　 イ ン バ ー タ
　 １ １ １ ～ １ １ ３ 　 入 力 端 子
　 １ １ ４ ～ １ １ ６ 　 出 力 端 子
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　 Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W 　 双 方 向 ス イ ッ チ
　 ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ， ｖ U ， ｖ V ， ｖ W 　 ３ 相 交 流 電 圧
　 Ｌ １ ～ Ｌ ３ 　 リ ア ク ト ル
　 Ｃ １ ～ Ｃ ３ 　 コ ン デ ン サ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 18日 (2007.5.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 電 圧 ｖ U が 所 定 値 ｖ ０ 以 上 の 場 合 に は 、 接 続 Ｐ － Ａ を 指 示 す る 信 号 Ｓ ｉ ｇ
（ Ｐ Ａ ） を 出 力 す る 。 他 方 、 ｖ U が 所 定 値 ｖ ０ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 接 続 Ｐ － Ｂ を 指
示 す る 信 号 Ｓ ｉ ｇ （ Ｐ Ｂ ） を 出 力 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ は 、 与 え ら れ た 信 号 Ｓ ｉ ｇ に 基 づ い て
切 換 え を 実 行 す る 。

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 5日 (2007.10.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １
１ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ，
Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （
ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を 用 い て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に
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変 換 す る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （ Ｌ １
～ Ｌ ３ ） と 、
　 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 他 端 が 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 に 接 続 さ
れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と
を 備 え る 、 電 力 変 換 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １ ３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １
１ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ，
Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （
ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を 用 い て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に
変 換 す る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １ ） と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （ Ｌ １
～ Ｌ ３ ） と 、
　 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の そ れ ぞ れ の 他 端 は 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子

前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 の い ず れ か 一 方 に 選 択 可
能 る 、 電 力 変 換 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 １ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １
３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ
ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃
至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （ ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を
用 い て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に 変 換 す る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １
） と 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （
Ｌ １ ～ Ｌ ３ ） と 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 他 端 が 第 １ 乃 至 第 ３ の 出
力 端 子 に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～ Ｃ ３ ） と を 備 え る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 ４ に か か る 電 力 変 換 装 置 は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 （ １ １ １ ～ １ １
３ ） と 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 （ １ １ ４ ～ １ １ ６ ） と 、 逆 阻 止 能 力 を 有 す る 双 方 向 ス イ
ッ チ （ Ｓ R U ， Ｓ R V ， Ｓ R W ， Ｓ S U ， Ｓ S V ， Ｓ S W ， Ｓ T U ， Ｓ T V ， Ｓ T W ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃
至 第 ３ の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ た 交 流 電 圧 （ ｖ R ， ｖ S ， ｖ T ） を 前 記 双 方 向 ス イ ッ チ を
用 い て 所 望 の 交 流 電 圧 （ ｖ U ， ｖ V ， ｖ W ） に 変 換 す る マ ト リ ッ ク ス コ ン バ ー タ （ １ １
） と 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 入 力 端 子 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の リ ア ク ト ル （
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続 さ れ る 、 あ る い は に 接 続 さ れ る 、
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Ｌ １ ～ Ｌ ３ ） と 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 互 い に 接 続 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ （ Ｃ １ ～
Ｃ ３ ） と を 備 え 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の コ ン デ ン サ の そ れ ぞ れ の 他 端 は 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ３
の 入 力 端 子 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 出 力 端 子 の い ず れ
か 一 方 に 選 択 可 能 る 。
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